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酪農試験場において、令和７年度にとりまとめた研究成果の要約を掲載しました。酪農の 生産・

普及・行政の現場でご利用下さい。  
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離乳後こそ勝負どき～推奨日増体量に届くちょうどよいウシの栄養摂取量～ 

 道総研酪農試験場 酪農研究部 乳牛グループ 

 

１． 試験のねらい 

離乳（約６週齢）直後は反芻胃が発達途上にあり、日齢の経過とともに摂取量や消化吸収能力

が向上するため、摂取した養分摂取量がどの程度増体に反映されるか正確には分かっていない。

このため実際の生産現場では、管理者の経験に頼った飼養給与が行われることがあり、結果として

育成牛の発育には農場間差が生じている。 

本試験は、13 か月齢での受胎を目指した離乳から 150 日齢までの推奨日増体量（推奨 DG）を

示し、これを達成するために必要な養分摂取量を示す。 

 

２．  試験の方法 

1） 発育推奨値を基に１３か月齢を受胎月齢とした離乳から 150 日齢までの推奨 DG を示す。 

2） 離乳後から１５０日齢まで牧草サイレージ（GS）の栄養価（刈り取り時期の処理：１番草穂孕期

刈（１番早）、１番草結実期刈（１番遅）、２番草）（試験１）または離乳から 91 日齢までスタータ

ーの１日１頭あたりの給与量（処理：1.5、2.5、3.5kg 現物）（試験２）を変えて、養分摂取量と

DG との関係を明らかにし、１）で示した推奨 DG に必要な TDN 摂取量を示す。 

3） 哺育育成預託農場 10 戸の発育調査を基に DG に影響を及ぼす要因を示す。 

4） 3)の調査農場のうち６戸において、離乳後 DG と繁殖成績との関係を示す。 

 

３． 成果の概要 

1)  日本ホルスタイン登録協会（2020）が示した発育推奨値を基に離乳（約 2 か月齢）および 13

か月齢時の体重から算出した DG は 0.93kg/日であった。日本飼養標準乳牛（2017 年度版）

では育成期の DG は 0.95kg/日に留めることが推奨されていること、また実際の体重の違いも考

慮して、本研究では推奨 DG を 0.85 から 0.95kg/日の範囲とした。 

2)  試験１では、1 番遅の GS の乾物摂取量および DG が、他の処理よりも低い傾向にあった（表

１）。試験２では、スターターの給与量とともにスターターの乾物摂取量および DG が増加する傾

向にあった（表１）。試験１と２の DG と TDN および CP 摂取量、乾物摂取量（DMI）の結果を基

に、推奨 DG 時の TDN、CP および DMI を求めた（表２）。回帰式の自由度調整済み R2は最大

で 0.4 であり、DG には個体差や飼料以外も影響すると考えられた。 

3) 発育調査したウシのうち離乳時から 150 日齢間の DG が、１）で示した推奨 DG の範囲を下回っ

た割合は全体の 25％を占めた。配合飼料と粗飼料を分離給与している農場では、配合飼料の

給与量から算出した総 TDN 給与量と DG 間との間には有意な相関は認められず（図１）、DG

は配合飼料給与量以外の要因の影響を受けることが示唆された。呼吸器疾病の多い農場では

DG が低下する傾向にあり（相関係数-0.48、P=0.08）、疾病は DG に影響すると考えられた。 

4） DG が推奨範囲よりも低いと初回授精月齢が遅く、推奨以上では同程度であった（表３）。推奨

範囲以下の DG を推奨範囲に収めることで初回授精月齢は短縮し、推奨以上の DG にしても

初回授精月齢は早まらないので、繁殖成績の観点においても推奨 DG の範囲に収めることが

適当と考えられた。 

 

４． 留意点 

1) 推奨 DG に必要な養分摂取量は、低水分サイレージは飽食、配合飼料は制限給与の分離給

与条件下で、冬季を含む通年で取得した結果を基に計算した。 
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2) DG は飼料以外の要因も影響するため、定期的に体重測定が必要である。 

3) 本試験では、９１日齢まででスターターを 3.5kg 給与しても全量を摂取できたウシはほぼいなか

ったので、スターター給与量の上限は 2.5ｋｇと判断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

詳しい内容については下記にお問い合わせください 
 

  

道総研酪農試験場 酪農研究部 乳牛グループ 

電話 0153-72-2004 FAX 0153-73-5329 

E-mail konsen-agri@hro.or.jp 

表1　試験１および試験２の１日１頭あたり乾物摂取量(kg/頭/日)および日増体量(DG)(kg/日）の平均値

処理
DG DG DG DG

スターター GS スターター GS 育成配合 GS 育成配合 GS

試験１ GS（飽食）

１番早 1.96 0.23 1.11 2.32 0.44 1.22 2.20 2.38 A 0.92 AB 2.26 2.75 1.27
A

１番遅 2.23 0.13 1.07 2.21 0.27 1.04 2.19 1.85 B 0.78 B 2.32 2.26 0.78
B

２番草 1.88 0.18 0.96 2.15 0.42 1.17 2.23 2.25 AB 0.99 A 2.31 2.78 1.09
AB

試験２ スターター給与量（kg原物/頭/日）

1.5 1.52 B 0.20 0.90 1.48 C 0.44 1.08

2.5 1.88 AB 0.18 0.96 2.16 B 0.40 1.17

3.5 1.98 A 0.15 0.99 2.69 A 0.34 1.28

1番早：TDN 71％、CP 14%、NDF 61%、1番遅：TDN 53％、CP 10%、NDF 72%、2番草：TDN 55％、CP 13%、NDF 65%

スターター（TDN81％DM、CP21％DM、デンプン36％DM）育成用配合飼料（TDN75％DM、CP23％DM、デンプン17％DM）

試験１：スターターおよび育成配合の給与量2.5kg現物/日/頭、試験２：GSは2番草飽食給与 Tukey-HSD検定：ABC;P<0.05 

摂取量 摂取量 摂取量 摂取量
50から62日齢 70から91日齢 100から131日齢 132から150日齢

日齢 体重 TDN摂取量 CP摂取量 DMI

kg kg/日/頭 kg/日/頭 kg/日/頭
DG0.85 DG0.95 DG0.85 DG0.95 DG0.85 DG0.95

50から62 72 1.51 1.61 0.390 0.422 1.90 2.02
70から91 93 1.75 1.83 0.473 0.488 2.26 2.35

100から131 125 2.86 2.90 0.775 0.785 4.28 4.34
132から150 154 3.10 3.14 0.832 0.842 4.73 4.78

体重：最初の日齢時の体重

表2　試験１,２のDGを説明変数とする単回帰分析により算出した推奨DG時のTDN、CP摂取量および乾物摂取量

（DMI）

表3 60から150日齢間の日増体量
1)
と繁殖成績との関係

平均 標準誤差 平均 標準誤差 平均 標準誤差

初回授精月齢 14.3 B 1.5 13.5 A 1.3 11.9 A 1.2

受胎月齢 16.1 B 3.1 14.5 A 2.2 12.6 A 1.7

・推奨との比較、AB;P<0.05

１）日増体量の分類；0.85kg/日未満を未満、0.85以上0.95kg/日未満を推奨、0.95kg/日以上を以上

未満 推奨 以上

日
増

体
量

(k
g
/日

）

配合飼料の総TDN給与量

経営形態

図1 60から150日齢間の配合飼料の総TDN給与量（kgDM）
と農場の平均日増体量との関係(分離給与の農場のみ)

相関係数0.1936
P=0.646
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 酪農試験場公開デー 

 

令和 7 年 8 月 6 日（水）に「酪農試験場公

開デー」を開催しました。今回は第 17 回目の

開催となり、286 名の方々が来場されました。 

 当日は牛と触れ合う企画（哺乳体験・搾乳体

験）、カッテージチーズ作り、化学実験コーナ

ー（炎色反応）に加え、迷路やぬりえコーナー

等、どの企画も大盛況でした。また、バスによ

る見学ツアーでは搾乳やえさ給与等の牛舎内

作業や試験研究と酪農家の仕事との関係につ

いて紹介し理解を深めていただきました。講堂

では、地域の特産品や地元の学生さんたちが作

った作品の販売もしていただき、地域の教育や

産業の実際を垣間見る機会も持っていただき

ました。今回も「さけます・内水面水産試験場

道東支場」と共催で行い、海から遡上するサケ

・マス類、町内河川に生息する魚類を展示する

など、ご好評のうちに終了いたしました。 

 

 

第 17 回酪農試験場公開デー（搾乳体験） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 17 回酪農試験場公開デー（ミニ迷路） 

 

 

 

酪農試験場酪農フォーラム 

 

 令和 7 年 11 月 13 日に酪農試験場の講堂を

会場に、「北海道におけるエゾシカ・ヒグマに

よる農業被害の現状と対策」というテーマで、

第 35 回酪農試験場酪農フォーラムを開催いた

しました。 

 北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地

質研究所自然環境部生態系管理グループの稲

富研究主幹から「エゾシカによる農業被害の現

状と対策」白根研究職員から「ヒグマによる農

業被害の現状と対策」という演題で話題提供い

ただき、野生獣類の生態、酪農における農業被

害の実態と低減策について議論を深めました。 
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 第 35 回酪農試験場酪農フォーラム 

 

 

 

 根釧酪農新技術発表会 

 

令和 8 年 2 月 25 日に、酪農試験場の講堂を

会場に、令和 8 年根釧酪農新技術発表会を開催

しました。酪農試験場や畜産試験場で取り組ん

だ試験研究の成果 3 題と、普及センターの活動

として 2 事例について報告しました。当日は 63

名に参加いただき、熱心に聞いていただきまし

た。 

 

 

令和 8 年根釧酪農新技術発表会 
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